
　

本
市
と
大
連
市
（
中
国
）
が
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
に
友
好
都
市
提
携
を

結
ん
で
か
ら
35
周
年
を
記
念
し
、大
連

市
代
表
団（
団
長
＝
曲

き
ょ
く

暁ぎ
ょ
う
ひ飛
・
大
連
市

人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
主
任
、

23
人
）
が
来
鶴
。市
長
表
敬
訪
問
を
は

じ
め
、記
念
式
典
や
大
連
現
代
博
物
館

所
蔵
刺し

し
ゅ
う繍
展
「
綉

し
ゅ
う
て
ん展
」
の
開
幕
式
な
ど

に
出
席
し
ま
し
た
。

10
月
27
日
の
表
敬
訪
問
で
は
、多
々

見
市
長
や
上
野
修
身
市
議
会
議
長
ら

が
職
員
と
と
も
に
訪
問
団
を
歓
迎
。

多
々
見
市
長
は「
長
年
の
交
流
の
歴
史

は
本
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
。大
い

に
生
か
し
て
、今
後
の
両
市
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

曲
副
主
任
は「
35
周
年
を
き
っ
か
け
と

し
、今
以
上
に
実
り
あ
る
交
流
の
成
果

が
出
せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」と
友

好
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、

中
国
の
伝
統
芸
能
「
京
劇
」
や
二
胡
の

演
奏
な
ど
中
国
の
文
化
芸
術
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。翌
日
の
刺
繍
展
開
幕
式

で
は
、
曲
副
主
任
が「
こ
の
刺
繍
展
の

開
催
を
機
に
、こ
の
美
し
い
刺
繍
の
よ

う
に
両
市
の
綺
麗
な
花
が
咲
く
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。そ

の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。綉
展
は
11
月
５
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
人
が
来
場
し
、
中
国
伝
統

刺
繍
を
楽
し
み
ま
し
た
。

︽
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
︾

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
本
市
が

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
中
央

ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
文
化

に
触
れ
、
引
き
揚
げ
の
史
実
を
学
習

す
る
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
市

内
全
小
学
校
の
給
食
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
伝
統
料
理
を
提
供
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
17
日
に
は
、
同
国
出
身
で
国

際
交
流
員
の
、
レ
・
ア
ル
ト
ゥ
ル
さ

ん
が
中
筋
小
学
校
を
訪
問
。
6
年
生

　

本
市
が
導
入
を
進
め
て
い
る
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
機
会
と
す
る
た
め
の
「
ま
い
づ

る
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
10
月
29
日
、

西
総
合
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
や
地
域
関
係
者
、

教
職
員
な
ど
約
１
７
０
人
が
参
加
。

城
北
中
学
校
区
地
域
支
援
協
議
会
か

ら
地
域
と
学
校
と
の
連
携
に
関
す
る

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
28
年
度
か
ら
先
導
的
に
小
中
一
貫

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
城
北
・
加

佐
中
学
校
区
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
佛
教
大
教
育
学
部

教
授
の
原
清
治
さ
ん
に
よ
る
基
調
講

演
が
あ
り
、
今
の
子
ど
も
達
の
人
間

関
係
の
希
薄
さ
に
起
因
す
る
学
力
や

社
会
性
の
課
題
に
つ
い
て
「
周
囲
の
大

人
か
ら
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
や
、

小
中
一
貫
教
育
の
よ
う
に
一
貫
性
・
連

続
性
を
持
っ
て
、
子
ど
も
達
に
刺
激

を
与
え
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
」
と
説
明
。
参
加
者
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も

達
を
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

︽
教
育
企
画
課
︾

学
校
給
食
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
交
流

国
際
交
流
員
が
小
学
校
を
訪
問

児
童
に
同
国
の
特
色
や
舞
鶴
と
の
関

わ
り
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
伝
統

料
理
の
プ
ロ
フ
（
炊
き
込
み
ご
飯
）、

ガ
ロ
フ
（
ひ
よ
こ
豆
）
の
入
っ
た
ス

ー
プ
、
デ
ィ
ル
（
香
草
）
サ
ラ
ダ
の

給
食
を
児
童
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
「
炊
き
込
み
ご
飯
に

入
っ
て
い
る
ニ
ン
ジ
ン
が
お
い
し
か

っ
た
。
い
つ
も
食
べ
る
サ
ラ
ダ
の
味

と
違
う
け
ど
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど

と
話
し
な
が
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

伝
統
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
10
月
中
旬
に
市
内
の
全

小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

︽
教
育
企
画
課
︾

教　育

ま
い
づ
る
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

小
中
一
貫
教
育
へ
の
理
解
深
め
て

友
好
都
市
提
携
35
周
年

大
連
市
訪
問
団
が
来
鶴

国際交流

国際交流

　

市
内
で
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
や
個
人
な
ど
を
表
彰
す
る
「
ま

い
づ
る
環
境
市
民
賞
」（
ま
い
づ
る
環

境
市
民
会
議
主
催
）
の
受
賞
者
が
決

定
。
11
月
12
日
、
赤
れ
ん
が
２
号
棟

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
一
般
部
門
と
児
童
・
生

徒
な
ど
が
主
体
の
活
動
を
表
彰
す
る

子
ど
も
未
来
部
門
の
２
部
門
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
団
体
ず
つ
計
２
団
体
が
受

賞
し
ま
し
た
。
受
賞
団
体
と
活
動
内

容
は
次
の
と
お
り
。

︻
一
般
部
門
︼

❖
舞
鶴
サ
ケ
放
流
実
行
委
員
会

サ
ケ
が
帰
っ
て
く
る
心
豊
か
な
「
ふ

る
さ
と
文
化
」
を
育
て
た
い
と
い

う
思
い
で
、
サ
ケ
の
放
流
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

︻
子
ど
も
未
来
部
門
︼

❖
城
南
中
学
校 

生
徒
会

清
掃
活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
ア

ル
ミ
缶
回
収
の
取
り
組
み
、
各
種

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

ア
ル
ミ
缶
回
収
の
取
り
組
み
で
は

3
年
連
続
で
近
隣
施
設
へ
車
い
す

の
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
。

︽
ま
い
づ
る
環
境
市
民
会
議
事
務
局 

（
生
活
環
境
課
内
）︾

表　彰

２
団
体
が
受
賞

ま
い
づ
る
環
境
市
民
賞
が
決
定

▲舞鶴サケ放流実行委員会（上）城南中学校生徒会（下）
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政策づくり塾  塾生企画

「インスタ映え」で舞鶴PR
市民の皆さんと若手市職員が共同で政策のつくり方や

地域で活動する方法を学び、実践する「政策づくり塾」。
その塾生たちが企画から調整、実施まで全て自分たち

で行う催し「舞スタグラムキャンペーン  ～舞鶴よいとこ
見つけ隊～」が実施されます。

今話題の SNS「インスタグラム」に皆さんの見つけ
た舞鶴の魅力が詰まった写真を投稿し、多くの人に舞鶴
の魅力を発信しましょう。
【期間】来年１月12日㈮まで
【内容】舞鶴に関連する写真をインスタグラムに投稿
【対象】インスタグラムの利用者
【その他】優秀作品には賞品あり( 優秀賞４人限定 )
【応募方法】インスタグラム内のキャンペーン公式アカウ
ント ｢舞鶴よいとこ見つけ隊｣ をフォローし、ハッシュタ
グ「#maisuta」を付け、舞鶴に関する写真を投稿
※アカウントを非公開設定にしている場合、公式アカウン

トからのフォローバックに対するリクエスト承認が必要。

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

▲お気に入りの写真を投稿しよう

本
市
が
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
柔
道
・
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定
し
て
い
る

中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
、舞

鶴
市
代
表
団
（
団
長
＝
多
々
見
市
長
、

６
人
）が
11
月
７
〜
11
日
に
訪
問
し
ま

し
た
。選
手
ら
の
事
前
合
宿
に
関
す
る

覚
書
を
取
り
交
わ
す
事
が
主
な
目
的

で
、こ
の
ほ
か
太
平
洋
戦
争
後
、
同
国
で

日
本
人
抑
留
者
が
建
設
に
関
わ
っ
た
首

都
タ
シ
ケ
ン
ト
に
あ
る
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の

国際交流

舞
鶴
市
代
表
団
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問

引
揚
と
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
を
深
め
る

「
ナ
ボ
イ
劇
場
」
や
抑
留
者
の
日
本
人

墓
地
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
に
は
海
外
調
査

団
（
団
長
＝
黒
沢
文
貴
、
東
京
女
子

大
教
授
・
市
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

有
識
者
会
議
会
長
、
５
人
）
も
同
行
。

同
国
の
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
国

立
中
央
公
文
書
館
な
ど
を
調
査
し
た
ほ

か
日
本
人
抑
留
者
が
造
っ
た
建
築
物
や

日
本
人
抑
留
者
資
料
館
、
国
立
歴
史

博
物
館
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

︽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
引
揚
記
念
館
︾

▲詳しくは上のコー
ドから

▲ウズベキスタン五輪委員会のスルタノフ会長と握手
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